（別紙様式）

扶養手当受給者に係る扶養親族現況報告書

　　　年　　　月　　　日提出

	任　命　権　者

殿
	職　　　　　　　名
	氏　　　　　　　　名

	
	
	（　職　員　番　号　）

	
	
	

	
	
	

	扶養親族の所得等の現況について、次のとおり届け出ます。

	扶 養 親 族 氏 名
	続　柄
	生年月日（年齢）
	同居・別

居の別
	職業（学校）
	所得の推計年額（月額）
	添付書類

の有無
	備　　考

	
	
	
	
	
	所得の種類
	金　　　　　額
	
	

	１
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	

	２
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	

	３
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	

	４
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	

	５
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	


	６
	
	
	　・　・　（　　歳）
	同　別
	
	
	年額　　　　　円
	有（　枚）

無
	

	
	
	
	
	
	
	
	月額　　　　　円
	
	

	※

現況報告

書の確認
	確　認　年　月　日
	職　　名
	氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	
	　　　　　年　　　月　　　日
	
	
	


※　記入上の注意事項及び添付書類は、裏面に記載してあります。
記入上の注意事項
　１　この報告書には、扶養親族を全員記入すること。
　２　所得の推計年額（月額）欄
　　(1) 所得の種類………該当する所得の全てを「給与所得」、「事業所得」、「不動産所得」、「年金」、「恩給」等と記入する。
　　(2) 金　　　額………(1)の所得の年間合計見込額（その収入の全てが毎月定まった収入である場合にあっては、月平均額）を記入する。この場合、事業所得、不動産所得等については、課税上の所得とは関係なく年間の総収入金額を記入すること。
　３　共稼ぎ夫婦が子を分けて扶養している場合にあっては、配偶者の勤務する会社等の名称（配偶者が県職員の場合は、所属名）、氏名及びその扶養している子の氏名、続柄、生年月日を、次のように備考欄へ記入すること。
　　　　　　配　○○商事㈱　　山田一夫
　　　　　　子　長女　花子　　○.○.○生
　４　給与条例９条２項５号（身体又は精神に著しい障害のある者で、人事委員会規則で定めるもの）に該当する扶養親族にあっては、扶養親族氏名欄の番号を○で囲むこと。
　添付書類
　１　所得の推計年額が、所得限度額の８割（月額にあっては、その12分の１の額）以上である扶養親族にあっては、次の区分により、必要な書類を添付すること。
　　(1) 毎月定まった収入のある給与所得者等………最新の給与支払明細書等
　　(2) 年金、恩給等受給者………年金、恩給等の証書（改定通知書）の写し
　　(3) 上記以外の者………前年中の総収入金額が確認できる書類（確定申告書（控）の写し、源泉徴収票、市区町村長発行の所得額証明書等）
　２　別居している扶養親族（18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子及び孫を除く。）にあっては、職員が主たる扶養者であることを記した、別に定める「別居中の扶養親族に係る生計維持申立書」を添付すること。
　提出期限
　６月30日















